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　元ちゃんの

    　今 年 の 天 気　　「冬」　
旧暦 ：神無月一日～師走廿九日　新暦 ： 平成27年11月12日～平成28年2月7日
１. 元ちゃんの旧暦予想 「冬」　
並 過 菜 洗 （いつもの時におEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(な),菜)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(あら),洗)い）
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冬は11月12日（新暦）からです。

まだ少し遅めの入りですが、この冬で、遅れていた季節もようやく平年並みに近づいてきます。

本格的な冬は12月11日（新暦）頃からですが、年内（新暦）は暖かか残るでしょう。とは言え、例年通りの冬支度をお勧めします。
 (写真：霜月三十日＜新暦28年1月9日＞：季節外れのイチゴが色づく)
2． 今年の 「冬」　
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季節事象
	観測日（新暦）
	観測日（旧暦）
	平年差

	カエデ紅葉（銚子）
	27．12.10
	神無月廿九日
	-2

	つばき開花（銚子）
	27．12.14
	霜月四日
	+3

	初霜（銚子）
	27．12.18
	霜月八日
	∔7

	初氷（銚子）
	27．12.20
	霜月十日
	-1

	初雪（銚子）
	28.1．24
	師走十五日
	∔7


平年差 ： ＋＜遅い＞　ー＜早い＞　　　　　　　　　　　　　【気象官署の季節観測】

今シーズンの冬将軍はぐうたらで、なかなか働こうとはしませんでした。このため、冬型の気圧配置は長続きせず、全般的に高温の冬となりました。ぐーたら将軍が働いたのは月（新暦）後半だけ。月(新暦)初めから中旬までは寝て過ごしました（暖かかった！）。ただし、月後半の労働は、前半の遅れを取り戻すべく、けっこう激しく働きました(寒かった！)。特に1月(新暦)後半は、各地で大雪となり、この冬将軍による被害が広がりました。珍しく沖縄でも雪やみぞれを観測しましたね。
珍しいといえば、2105年（新暦）は毎月台風が発生。1年で毎月台風が発生するのは統計以来初とのことだそうです。
3． 元ちゃんの 「冬」
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冬訪れ空(高積雲)　   　トウカエデの黄葉　　 　新暦元旦初日の出 　 　開化直前春待つ“梅” 　　　　　　　　春迎えの空
　神無月十日(27/11/21)   神無月廿四日(27/12/5)     霜月廿二日（28/1/1）   師走廿八日(28/2/6)   　　大晦日(28/2/7)
4． 元ちゃんの旧暦予想 「春」　新暦28.2.8～28.5.6
閑 訪 亀 鳴　（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(しずか),閑)な訪れ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(かめ),亀)がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(な),鳴く)）
平成28年の春は2月8日（新暦）から。
ほんの少しだけ遅めのスタートですが、まあ、“ほぼ例年通りの春の訪れ”と言って良いでしょう。花見の会は、いつもの頃に開きましょう。
徐々に季節は平年並みとなっていきます。
本格的な暖かさは、3月9日（新暦）頃からでしょう。

「河越しのみちの長路の夕闇に何ぞと聞けば亀の鳴くなる　藤原為家」






いつもそばに 旧暦！！








